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現代イランのシーア派信仰において特筆すべき位置にあるのが，第4代イマー

ム=ザイヌゥルアーピデイーン・アリー(‘AlIal-Asghar b. al-Husayn b.刈Tb. AbI Talib， 

Zayn al-'Abi曲;以下アリー・アスガル)が最後のササン朝皇帝ヤズデギルド 3世

(Yazd可凶 b.Sh油iyar) の血をひいているという，いわゆるシャフルパーヌー

(Shahrbanu， Sh血胸骨油)伝承である(ヘ

(1) 本論文の構想は1996年2月ニフティサーブHP上で行われた議論を契機としてい

る。当時の管碑者後藤敦子氏をはじめ，近藤信彰氏ほか参加者各位に謝意を表した
し、。
(2) アリー・アスガルにはアリーという同名の兄がおり，初期史料は両者を区別す
る際には，一貫して前者を‘AIIal-Asghar後者を‘AlIal-Akbarと呼んでいる。ア

リー・アクバルは父フサインとともにカルバラーで戦死し，当時23歳のアリー・ア
スガルは，病床にあったためその命を救われた [al-ZubayrI:57-59; Ibn Sa‘d， vol. 5: 
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現在シーア派の大多数を占める12イマーム派の信仰においては，イスラーム世

界を正当に統治する資格(イマーム位)は，ムハンマドの従弟アリーとムハンマド

の娘ファーテイマの聞に生まれたハサンとフサイン兄弟，そしてその後はフサイ

ン直系の男子たちに継承されたとする。そして広く信じられるところに拠れば，

このフサインは，ササン朝皇帝ヤズデギルド3世の娘シャフルパーヌーと結婚し

て男児アリーをもうけ，このアリーが第4代としてフサインのイマーム位を継承

したのである O 第5代ムハンマド・パーキル以降のイマームたちは全て第4代ア

リー直系の男子相続であるので，みなベルシア帝国ササン朝皇帝の末育であるこ

とになる。ちなみにシャフルパーヌーとはベルシア語で「国の婦人」を意味する

呼び名である。

ヒジュラ暦5世宗己/西暦11世紀に成立したベルシア語君主鑑である著名な[カー

ブースの書 (Qabu.sNama) Jによればヤズデギルド 3世の娘シャフルパーヌーは

捕虜としてアラブに連れてこられた。ウマルは彼女の売却を命じたが，アリーが

神の使徒の言葉をヲ|いてこれに反対したため，彼女はサルマーンに預けられた。

サルマーンのもとで彼女は結婚相手を選ぶことになり，まずアリーを見た彼女は

「来世でファーテイマに恥じることになる」といって拒否し，次のハサンに対し

ては「この方は何度も結婚しているから」と拒否し，ついにフサインを自分に相

応しい夫として選んだ，という [Kaykaiisb. Iskand訂:137-8;黒柳:96-7J 0 

このシーア派信仰とベルシア帝国を取り結ぶ伝承は，近世から近代における

「シーア派であるイラン人jというイラン・ナショナリズム形成に関わる重要な

問題を秘めている。このことは，イラン研究者上岡弘二の以下の文章からも明ら

かである。なお，以下引用文・引用史料中の[ ]内は，論者による補いの言葉で

あり，原丈には存在しない。

123; Dhayl， in al-TabarI， III: 2478-9J。現在のイランの伝承ではザイヌゥルアーピデ
イーンをアリー・アクパルと呼ぴ，アリー・アスガルは幼少にして殺害されたとす

るが，両者の錯誤はすでに QummIに見られる [QummI:195J。ただしこの錯誤が
本来のアラピア語版の時からのものか， 15世紀にペルシア語に翻訳された際のもの

かは判断ができない。なおアリー・アスガルが幼少で、あったために命を救われたと

いう伝承も早くから存在した [al-TabarI，II: 387J 0 W. Madelung，“‘AlI b. Hosayn"， 

Encyclopaed;ωlranica， London: Routledge & Kegan Paul， 1982-(以下Elr)も参照。
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「第4代イマームは，預言者モハンマドの血を受け継ぐのみならず，自分たちの

サーサーン王家の，最高に高貴な，イラン人の中のイラン人の血をも受け継ぐ存

在である。イマームは同時に王でもある。この伝承の広まるにつれて，それまで

は異国の征服者の宗教にすぎないイスラームに，信仰面で無関心に留まっていた

イラン人が，心情的にシーア派に傾いていったJ1[16世紀サファヴィ一朝におけ

るシーア派の〕回数化とは，それが政治的な理由から国家体制の中に取り込まれ

たことであり，どちらかといえば，政治史上の事件に過ぎない。イランにおける

信仰としてのシーア派イスラームの転換点は，シーア派の信仰をこの世で具現し

ているイマームが，外のアラブ人ではなく，血肉を分けた内なるイラン人である，

と認識されはじめたときであるpl。

上岡の言説は「イラン人」の存在を無条件に設定し，サファヴィー朝の12イ

マーム派運動を「政治史上の事件にすぎない」とするなど，多分に非歴史学的色

彩が強いものであるが，逆にいえば現在認識されているかたちでのこの主題の捉

えられ方弘明確に提示しているといえるべ

このような伝承について， しかし従来の歴史学は十分な関心を払ってこなかっ

た。イランの女神アナーヒターとピービー・シャフルパーヌーとの関わりを指摘

する研究などはなされている(51。しかしこの伝承の発生・展開・そしてナショナリ

ズムとの関わりなどを歴史学的観点から検討することは，管見の限りなされてい

ない。もとより論者は古典期のアラブ・イスラーム史を専門とするもので，イラ

ン的国民意識の形成のような問題に立ち入る能力は有しない。しかし従来簡単な

指摘があるようにシャフルパーヌー伝承は，初期アラブ・イスラーム史料がア

リー・アスガルの母に関して伝えたものと異なっている O このことを手がかりに，

初期アラブ史料がこの「アリー・アスガルの母」に関して伝える情報を体系的に

分析し，アラブ研究者の視点をもって検討することには，それなりの意義がある

(3) 上岡弘二「預言者の血と帝王の血と」上岡弘二編『イラン』河出書房新社， 1999， 
142-1430 
(4) サフアヴィー朝の12イマーム派化政策については，守川知子「サフアヴイ一朝支
配下の聖地マシュハドJr史林J80/2， 1997， 1-41を参照のこと。
(5) M目 Boyce，“BIbIShahrbanil and the Lady of Pars"， Bulletin 0/ the School o/Oriental 
and African Studies， 30/1， 1967， 30-44. 
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であろう(6)。それはまた，初期イスラーム世界の形成に関する，若干の興味深い知

見を提供することにもつながるように思われる。

なお，以下の行論の都合上，本稿では関係史料を著者の死亡年代をもとに大ま

かに 4期に分類する。すなわち I期:西暦 9世紀前半から半ば:Ibn al-KalbI 

(ca.1201737 -204/819 or 2061821)， al-Mada'inI (1351752 -2251840)， al-ZubayrI (1561773ー

お6/850-1)，Ibn Sa'd (1681784 -230/845)，回lal百ab.阻layyat(d. 240/854)， Mul)ammad 
b. I.IabIb (d目 245/860)/ 11期 9世紀末からlO世紀初頭:Ibn Qutayba (213/828 

276/889)， al-BaladhurI (d.α.279/892)， al-DInawarI (d. ca.282/894-5)， al-Ya'qubI (d 

284/897)， al-Mubarrad (210/826 -28619ω)， al-Tabart (225/839 -310/923) /皿期:10世

紀半ばから末:al-Kula戸江 (d.329/940-1)， al-Mas'udI (d. ca.345/956)， Qurnn宜(執筆年

アラビア話378/988-9ベルシア語訳805-6/1403)，Ibn Babuyal1 al-$aduq (d. 3811991) /IV 

期 11世紀以降 Kaykausb. Iskandar (d. after 475/1082)， Abu al-QasIn1 

al-ZamakhsharI (467/1075 -53811144)， Ibn Khallik加 (d.68111282)， Ibn 'Utba (7481 

1347-8 -828/1424-5)以上である。これらの分類は 第I期・第E期では同一世代を

大まかなめどとし，第E期以降はより緩やかなまとまりで捉えている。境界部分

を含め恋意的との批判もあり得るだろうが，これによって情報の傾向を把握する

ことが容易となるため，あえてこれを用いる O

2. アリー・アスガルの母

(1)第 I 期

イスラームの初期史料はアッパース朝期に成立したものがほとんどであり，ハ

(6) これらの史料については，従来事典項目や諸史料の脚注に簡単に言及されるこ

とはあったが，その内容が多岐にわたることを不十分に紹介するのみである o K 

Kohlberg，“Zayn al ‘AbidIn"， The Encyclopaedia olIslam， new ed. Leiden: E. ]. Brill， 

1954-2004 (以下EI2).; W目 Madelung，“‘AlIb目 HosaynぺElr.;].D. McAuliffe， The 
History 01 al-Tabarf， vol. 28， State University of New York Press， 1995: 172 (note 
837); Ch. PellatはMu汀1]のインデックスにおいて比較的大きくシャフルパーヌー伝

承を取り扱っているが，時代的にも多様な史料の情報を脈絡なく併記するのみで，

体系的な分析にはなっていない [Mu凶j，v. 6: 417-8J 0 
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ディース集のような編纂物を含め 9世紀初頭を遡るのは困難で、ある。アリー・ア

スガルの出自についても，最初期の伝承は散逸した‘Al1b. M吐凶町田dal-Mada'in1 

のものであり，これは IbnSa‘d， Ibn Qutayba， al-TabarIに引用されたものを日にす

ることカfできる。

まずIbnSa'dとIbnQutaybaが伝える情報は以下の通りである。

[1J 'AlI b. M叶Ja1TIIl1ild[al-Mada'inIJが‘U出manb. 'U出manから伝えたとこ

ろによると百1b. al-I:Iusaynは彼の母 (umm-hu)を彼のマウラーと結婚させ

た。また彼の女奴隷(jariyala-hu)を解放して彼女と結婚した。そこで〔ウ

マイヤ朝カリフコアブドウルマリクがこれを非難する書簡を彼に送った

[恥 Qutayba: 125; Ibn Sa‘ d， v. 5伝:16侃出51可

次に alト-Taba征r1のDha羽且y升1al-Mud品h且旦yy阿al'は土U以、下のように伝える。

[2J 'AlI b. Muhammad [al-Mada'inIJ日く，彼女は SuIafaと呼ばれていた。

[Dhayl， in Tab但'1III: 2331J 0 

これだけでは，彼女の名前が判明するのみであるが，この丈の主語「彼女」は

この直前の al-TabarIによる地の文にあらわれる女性を指している O その丈は「ア

スガルの母はウンム・ワラドである (ummal-Asghar umm walad) Jというものであり，

[2bJアスガルの母はウンム・ワラドである。‘AlIb. Mullil1TIIl1ild日く，彼女

はS叫afaと呼ばれていた。

という一連の丈章において， al-Mada'inIの原文に同じ内容の情報が存在した可能

性は十分に高い。事実これにつづく al-ZubayrIとlbnSa'dの情報はこれを支持する

ものである O

(7) [Ibn Sa‘d， v. 5: 165Jでは， I彼の母」の該当箇所が「娘Cibna)Jとなっている O
しかし， (a)本文引用[4Jにアリー・アスガルの母をフサインのマウラーが要った記

事が存在すること， (b)該当箇所の ibnaは，通常想定しうる ibnat-huでも ibnala-hu 

でもなく「彼の」という表示がなされないこと， (c)写本表記において umm-huと

ibnaの形態が類似しうること，の三点から IbnQutaybaの記事が本来の形であると
判断した。なおフサインのマウラーのワラーは，フサイン死後に唯一生存する男子

であるアリー・アスガルが継承したと考えられるので，引用 [2Jにおける「彼のマ
ウラーjと引用[4Jにおける「フサイン・プン・アリーのマウラー」は内容的には

矛盾しない。ワラーとその継承については清水和裕『軍事奴隷・官僚・民衆』山川

出版社， 2005: 59-60を参照。

5 



357 

[3J フサインは，ウンム・ワラドによって‘AlIal-Asgharをもうけた [al-

ZubayrI: 58J。

[4J‘AlI b. al-I.Iusayn b.‘AlI b. AbI Talib b.‘Abd al-Mugalib b. J.Iashimo彼の母

はウンム・ワラドで，その名を Ghazalaといった。フサインのf乏には，フ

サイン・ブン・アリーのマウラーである Zuyaydが彼女を妻とした。彼女は

彼に‘AbdAllah b. Zuyaydを産んだ。彼は‘AlIb.草usaynの異父弟である。

この‘AlIb. I.Iusaynには，フサインの子孫で、ある直系が存在する。彼こそが

フサインの息子'AlIal-Asgharである日bnSa‘d，v. 5: 162-163J 0 

このように，女性の名にはSulafaとGhazalaの違いがあるが，彼女がウンム・ワ

ラドであったという情報は3者に共通している。

ウンム・ワラドとは女奴隷のー形態である。女奴隷が妊娠・出産した子供を，

主人が認知した場合，その子供は自由身分となり，この女奴隷も主人の死去に伴

って自動的に解放が保証される。このため主人が生存中も，奴隷身分でありなが

らその売買が禁止されるなど 自白身分に準じた地位を獲得する刷。このようなウ

ンム・ワラドは，ムスリムを奴隷化しないという大原則の確立と大征服の進行の

結果，基本的に非アラブ出身であった(9)。

つまるところ，アリー・アスガルはフサインと女奴隷の聞に生まれた子供であ

るというのが，この伝承の意味するところである O

さらに史料 [1Jにみられるアリー・アスガルの母の結婚の話が史料 [4Jに繰

り返されていることも興味深い。通常，結婚とは自由人同士の契約関係であり，

女奴隷の所有は4人の妻の外に数えられる。アリー・アスガルが自らの女奴隷を

解放して結婚することすら非難の対象となったように，当時の社会慣行として奴

隷は婚姻の対象ではなく，またイスラーム法上も自分の所有する奴隷との婚姻は

(8) S. E. Marmon，“Domestic Slavery in the Mamluk Empir巴:A Preliminary Sketch"， in 
S. E. Marmon ed.， Slavery in the Islamic Middle East， Princeton University Press， 
1999: 4， 8;柳橋博之『イスラーム家族法』創文社， 2001: 542-3; ]. Schacht，“Umm 
al-Walad"， EI2参照
(9) B. Lewis， Race and Slavery in the Middle East: An Historical Enquiry， Oxford Uni 

versity Press， 1990: 6-10， 37-42.参照(以下Lewis，Race and Slaveη)。
同柳橋『イスラーム家族法j138参照。

6 
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禁止されている刷。アリー・アスガルの母は，フサインの所有物として婚外でア

リー・アスガルを産み，フサインの死後解放された後，初めて自由人としてフサ

インのマウラーと結婚したのである山。

以上4件が第I期の史料に現れたアリー・アスガルの母に関する情報であり，

そこでは(日皮女がウンム・ワラドであること， @S叫afaもしくはGhazalaと呼ばれて

いたこと，③フサインの死後，彼のマウラーと結婚したことが伝えられているこ

と，が確認された。

( 2 )第 E 期

9世紀末から10世紀初頭にかけて成立した史料において，この状況は大きく変

化する。 ほほ同一世代である IbnQutayba， al-Baladh凶， al-Mubarradの著作にお

いて，まず前 2者は明確にアリー・アスガルの母をウンム・ワラドとする[Ibn

Qutayba: 124; al-BaladhurI， v. 2: 454J 0 そして IbnQutayba は，彼女がシンド出身

(Sindlya)で名前が Sulafaもしくは Ghaz剖aでありフサインのマウラーである

Zuyaydが彼女を妻としたことを伝え日bnQutayba: 125J， al-BaladhurI は，彼女がシ

ジスターン出身 (Sijistanlya)で名前がSulafa，そして「アリー・アスガルが彼女を

結婚させた」と伝える問。ここでは新しく，⑤このウンム・ワラドがイラン南東方

面の出身であるという情報を見ることができる。しかしその他の情報はほとんど

第I期と変わらず，同系統の伝承であることが明らかである。

これに対して，大きく異なるのがal-Mubarradの記j主である。ここでは，逸話中

で交わされる「彼〔アリー・アスガル〕の母は誰ですか。JI女奴隷 (fa出)であ

る。jという会話に続いて [al-Mubarrad:311J，次のように語られる O 以下，引用丈

中の【賛】とは，言及された人物に対する称賛を示すための「神への祈願の定型

(11) フサインのマウラー Zuyaydもほぼ確実に非アラブであり，この結果アリー・ア
スガルは，両親ともに非アラブ同身の異父兄弟を持つこととなる。[l][4Jはこれを
伝えるもの。
(12) ただしここでは彼女の結婚相手がマウラーであった記述が消え，代わりにアブド
ウルマリクが「まさに‘AlIb. al-Husaynは，普通の人ならば自らを反めるようにな
ることをもって，白らを高めるものだな」と，本来であれば不名誉な結婚であると
留保しつつアリー・アスガルを称賛する伝承となっている。

7 
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句」の挿入を示す。

[5J百Tb. al-J::Iusaynの母は， Yazdaj凶 その血統はよく知られている

の子供 (wuld)の一人Sulafaで、あり，彼女は最良の女性の一人であった[砕

Mul】arrad:311J。

[6J‘AlI b. al-J::Iusayn はIbnalー阻lIratayn- [凶の〕母音はiで読むのが正則

である とよばれていたが，それは預言者【賛】の言葉「神の僕のうち

神の選ぴしものがふたつある (khIrat加)。彼の選びしものは，アラブの中で

はクライシュ，アジャムの中ではベルシア (Faris) であるjによっている

[al-Mubarrad: 311J 0 

ここで我々は初めて，アリー・アスガルの母がヤズデギルドの血を引く女性で

あるとする記述を目にする。と同時にベルシアの血が預言者の一族であるクライ

シュ族と並んで、称賛され，その両者の血を引くことがアリー・アスガルの美点と

されていることも注目に値する。クライシュに匹敵するベルシアとは，明らかに

ササン朝皇帝の一族を指していると見るべきであろう O 一方で，この女性はS叫afa

という名の女奴隷でもある O 彼女がフサインの死後結婚したかどうかは語られて

いない。

またここで語られるのは，単に血統の問題のみである。ヤズデギルドの娘がど

のような経緯でアリー・アスガルを生むに至ったかもここでは語られない。この

点と関連して注目に値するのが上記3者とやはり同一世代に属する al-DInawarI

の記述である。

[7J [要約コカーブルからニシャプールに到来した皇帝の娘(IbnaKisra)がア

ラブに捕らえられ，安全保証 (an函1)を与えられて，アリーの下へ送られ

た。アリーは彼女をハサンと結婚させようとする (uzawwij-ki)が，彼女は

アリー自身との結婚を望んだ。自分が高齢であることを理由に，なおもハ

サンの美点を並べたところ，彼女は「私の全てはあなたのものです」と応

えた。〔中略〕結局アリーは彼女に「欲するままに自由になりなさい

(intaliqI)。そして好きな者と結婚しなさい。 心配することはありません」

と告げた[必DInawarI:118J 0 

ここには，(1征服地で捕虜となったササン朝皇帝の娘がメデイナに送られ，②

8 
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アリーやハサン，その他の者を「結婚」対象として検討し，③最終的に自ら「結

婚」相手を選ぶことを許される，という後世の『カーブースの書』に変奏する内

容が現れている。しかし，最終的な結婚相手についての情報は存在ない。また，

アマーンと呼ばれる安全保証を与えられた彼女は，戦利品ではなく自白人として

メデイナに到来している。事実彼女は「結婚 (za吋)Jを勧められているのであっ

て，奴隷として売買贈与されているのではない。アリーはあくまで結婚の後見人

の役割を担っている(131 対するにa1-Mubarradの情報は女奴隷S叫泊に関するもの

であり，両者は別系統の伝承で、あって，ひとつの情報から分離したものと理解す

ることはできない(14)

いずれにせよ，この情報は，ササン朝皇帝の娘のメデイナ到来やアリ一家との

関わりを伝える最初期のものであると思われる O

最後に第H期としては若干遅れるa1-TabarIの情報であるが， Ibn Qutaybaらと

同じく，彼の母をウンム・ワラドとしてその名を Ghazalaと伝え，フサインのマ

ウラー Zuyaydが彼女を妻としたとする [Dhayl，in TabarI III: 2478J 0 その内容はほぼ

Ibn Sa‘dの引き写しである。また別の箇所では彼女の名としてJaydaとする説も紹

介している [Dhayl，in TabarI III: 2331J 0 このように論者が確認した情報としてはタ

バリーは第I期と同系統の情報を伝えるのみである。ただし，西暦14世紀初頭の

Ibn 'Utbaによれば， a1-Mubarradと並んで、a1-TabarIが「彼女の名は Ghazalaであり，

彼女はKisraの娘たちの一人である」と伝えるという O また19世紀末の著作家にも，

a1-TabarIがシャフルパーヌーのメデイナ到来と解放そしてフサインの選択を伝え

るとするものがある(目。論者は， a1-TabarIの膨大な著作からこれらの記述を探し当

てることができていないため，ここでは保留とせざるを得ないが， a1-Mubarradと

a1-DInawarIの情報を見てきたあとでは これらの情報が行論を大きく揺るがすこ

凶 アマーンについては].Schacht，“Arnan"， EI2を参照。アリーと彼女との会話には
一定の従属関係が見られるが，これはアマーンによる保護士被保護関係の現れで、あ
ると見られる。
(l，j) al-DInawarIの原情報に，彼女のフサインとの結婚とアリー・アスガル出産の情報
が存在しなかったと断言することはできない。しかしあくまで憶測の範凶内である。
間近藤信彰氏のご教示によれば，‘AbbasQolI Sepehr， 1¥Tasekh al-Tavarfkh: 
Zendeganf-e Emam-e Sajjad， Tehran， 1341 A. H.， vol. 1: 6-7にその記述が見られる。

。
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とはないと思われる O

( 3) 第皿期

10世紀半ば以降は，彼女をヤズデギルドの血統と結びつける伝承が12イマーム

派を中心に急速に広がりをみせる。代表的なal-KulaynIとIbnBabilyahのものを取

り上げよう。

[8]彼の母はSa回nabint Yazdajird b. Shahriyar b. ShIrilyah b.阻sraAbrilwizで

ある。 Yazdajirdはペルシャの最後の王であった [al-K由同， v. 1: 46611610 
[9]ヤズテゃギルドの娘がウマルのもとに連れてこられたとき， [中略〕信徒の

長(アリー)【賛】が i[中略〕彼女にムスリムのうちから男を選ばせ，彼の

戦利品 (fayつとして計算することにしよう」とウマルに言った。そこで彼

女に選ばせると，彼女は近づいて手をフサイン【賛】の頭に置いた。そこ

で信徒の長が彼女に「あなたの名はなんというjと聞くと，彼女はlJahan

s凶hJと答えた。信徒の長が彼女に「それより Sh油rbanuwIyaとせよ」と

告げ，フサインに対して iAbil‘AbdAl¥ahよ，きっとお前は彼女から，地上

で最良の者をもうけるだろう」といった。そして，‘AlIb. al-草usayn【賛】

を産んだ、。‘AlIb. al-Husayn【賛】について言われてることは，彼はIbna¥-

KhIrataynである。なぜなら，神の選びしものはアラブの中ではハーシム家，

アジャムの中ではベルシャであるからである[ルK叫aynI，v. 1: 466-7J 0 

日0]‘AbdAllah b.宿泊rb. Kurayzはホラーサーンを征服したときにアジャム

たちの王Yazdajirdb. Shahriyarの娘二人を見いだし，‘Uthm加b.‘A立加のも

とへ送った。彼はその一人をハサンに，もう一人をフサイン【賛】に与え

た (wahaba)。しかし，彼女たち二人ともが，彼ら二人のもとで産袴の床で

亡くなった。フサイン【賛】の女 (sahiba)は'AlIb. al-Husayn【賛】を産ん

でいた。彼の父のウンムワラドの一人がアリーを養い育てた。成長しでも

アリーは[産みの]母が彼女とは別人で、あることを知らなかったが，その後彼

凶 SalamaはSulafaの異伝であり，写本上混乱の起きやすいfa'とmImが入れ替わっ
たものである。議論の上ではSulafaと同一視しでかまわない。

10 
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女が彼のマウラーであることを知った。人々は彼女を彼の母と呼んで、おり，

彼が自分の母親を結婚させたと考えているが，実際には以上のようななか

で，彼女を結婚させたのである。〔中略〕彼は彼女を結婚させたが，人々は

百1b. al-I:lusayn【賛】は自分の母親を結婚させたと語った [IbnBabuyah: 

135-6J 0 

史料 [8Jは第5代イマームのムハンマド・パーキル， [lOJは第8代アリー・リ

ダーを情報源とするイスナードをもっており，その成立時期を確認することはき

わめて困難である O

しかし，いずれにせよ [9J [lOJは全体としてメデイナに送られたヤズデギルド

の娘がフサインとの聞にアリー・アスガルをもうけるという共通した構造をもっ

ており，第H期のal-DInawarIとal-Mubarradの情報の交差した地点に成立する情報

であるということができる。一見して両者の細部は大きく異なるが [9J [10J と

もにヤズデギルドの娘が戦利品として扱われている点は注目すべきであろう(へま

た， al-MubarradではS叫afaであった娘の名に，第E期からはシャフルパーヌーが

加わっている O 同じく第皿期に相当する al-Mas'uUlには，アリー・アスガルの母

に関する情報は見られないが，ヤズデギルド3世の娘たちの中にシャフルパー

ヌーの名が挙げられている [al-Mas'udI，v. 1: 327J 0 

しかし，より注目すべきは[10Jにおいて，アリー・アスガルが結婚させた「彼

の母」であるウンム・ワラドとシャフルパーヌーが分離を遂げていることである O

この伝承は第I期から存在する様々な情報を結果的に合理的に統一するものとな

っているのであり，ある意味でアリー・アスガルの母に関する伝承の決定版とも

いうべきものといえよう O

シャフルパーヌーが産樗死Lたことについては，同期の Qlll1lll立の『コム史

CTa'rlkh-i Qumm) Jも「彼の母ShahrbanuwIyabint Yazdajird b. Malikは産祷に苦し

み，イマーム・ザイヌゥルアービディーン【賛】を出産して死去した。」としてい

る [Q町田凶:196J 0 QununI は

[llJ彼の母はウンム・ワラドであり， Salfunaと呼ばれた。彼女の名は

間 ただし[9Jでは娘が主人を選ぶ自由を与えられ，その後に主人の戦利品として換
算される，という特異な処理が行われている。

11 
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Shahrbanu Jal耐lshahbint YazdajirdであったJ[QummI: 197J 

としており，史料[10Jにおいては分離している両者が，ここでは同一人物として

語られているが，産樗死はどちらのケースにおいても，後述のように，シャフル

パーヌーがフサインのマウラーと結婚することを予防する作用を果たしている。

以上のように第E期においては， Iヤズデギルド3世の娘がメデイナに戦利品と

して送られ，カリフの仲介によって，フサインとの聞にアリー・アスガルをもう

けた」という情報が，少なくとも12イマーム派や彼らの拠点のひとつであるコム

の関係者に定着していることがうかがえる。しかし，その一方で，ウンム・ワラ

ドのSulafaもしくは Ghazalaや彼女の結婚に関する伝承と，シャフルパーヌーに関

する伝承をどのように整合的に理解するべきかについては，様々な理解がありえ

たこともうかカ宝うことカ宝できるのである。

( 4) 第 W 期

西暦11世紀以降の伝承の展開であるが，序文で述べたように[カーブースの

書』では，アリー・アスガルの出産こそ述べられていないものの，メデイナに送

られたヤズデギルドの娘がフサインを選択するという典型的な構造をとっている。

特徴的な点はサルマーンの介入以上に，戦利品としての売却を免れフサインと

「結婚 (shuy)Jしていることである。この点を含め，この情報にはal-DInawarIの

情報と共通する性格を見て取ることができる。

次にal-Zam謝 lsharIの『敬度者の春(RabI'al-Abrar) Jl所載記事を見てみたい。

[12J ウマル【賛】が戦利品 (sablyat)[としてやってきた〕ヤズデギルドの

娘たちのもとを訪れ，彼女たちを売却しようとした。アリーは彼に「王た

ちの娘たちは〔市場で〕売られるべきではない。値段を決めてください」

といい，その金額をウマルに支払った。そしてアリーは， al-Husa戸1b.‘AlI， 

M吋即日nadb. AbI B泣IT，'Abd Allah b.‘Umarに分配し，彼女たちは前述の 3

人〔‘AlIb. al-Husayn， al-Qasirn b. M由arnmad，Salirn b. 'Abd All油〕を産んだ。 [al-

ZamakhsbarI， v. 3: 350-1J 0 

ここでは，アリーが戦利品としてヤズデギルド3世の娘3名をアブー・パクル，

ウマル，アリーの息子たちに分配し，彼らがそれぞれ子供を産んだことが述べら

12 
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れている11司。ヤズデギルドの娘の数は望ましい刊共の数に応じて増減し得ることや，

この言説が， 12イマーム派の批判対象である正統カリフの子孫にも展開したこと

は，非常に興味深い191

一方， Ibn Kh過ikanは「彼の母親はベルシアの最後の王Yazdajirdの娘Sulafaで

ある [Ib日出掛kan，v. 2: 429J とし，またアリー・アスガルが神の使徒の言葉を根拠

としてIbnal-阻曲:ataynと呼ばれたと伝えるなど， al-Mubarradの情報を基本となる

情報として紹介し， al-ZamakhsharIやal-Mubarradを引用する。その一方で彼はIbn

Qutaybaを百|いてウンム・ワラド説をも紹介し，自身は「神が真実を教えたもうJ

と判断を放棄している。

これに対して， Ibn旬tbaの態度はより明確である。まず彼は

[13J彼の母については意見が分かれている。よく知られているものでは，

彼女はShahzan加 bintYazd司凶b.Shahriyar b. Abruzである。一説によれば

彼女の名はSh油rbanuであり，クテシフォンを征服した際に戦利品となり

Cnul世bat)ウマル・ブン・ハッターフマが彼女を運び、去ったという O また一

説によれば， Hura円hb. Jabir al-Ja'fIが信徒の長アリー・ブン・アピー・

ターリブ【賛】のもとへYaz向jirdb. Sh油丘yarの娘2人を送った。アリー

は彼女たちを受けとり，ひとりを自分の息子フサイン【賛】に与え (a‘位)， 

彼女は百1b. al-I:Iusayn【賛】を産んだ。またもうひとりを M由加nnadb. 

AbI Bakr泊予，idd同に与え，彼女は al-Qasimal-FaqIh b. M中 nnnadb. AbI 

B法rを産んだ。この 2人は母方の従兄弟である [Ibn'Utba: 222J。

としてヤズデギルドの娘に関する情報をもっとも知名度の高いものとして挙げつ

つ， I多くの系譜学者・歴史家はこれを否定している。彼らによれば， Yazd司irdの

娘2人は， Yazd司irdがホラーサーンに行った際，彼に同行していた。一説によれ

(1司 IbnKhallikanがal-ZamakhsharIの記事として伝える内容では，説明がよりはっきり
としており，娘の数も 3人と伝えられている[Ibn阻lallikan，v. 2: 429J。
(1骨 この記事はAbiial-Yaqzanを情報源とする。彼は190/805-6年死去の著名な系譜学
者であり，これが真実であれば非常に初期の情報である [IbnNadlm: 106-7J。しか
し，凶暦12世紀のal-ZamakhsharIに唐突に現れるまで，この記事に類似する情報は
全く史料に現れず， Abii al-Yaqzanが情報源とされることもない。後世の仮託と疑う
べきであろう。この記事を引用するIbnKhallikanも， Abii al-Yaqzanの;('，を省いてい
る。

13 
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は Zaynal-'Abi伽【賛】の母は彼の子供(wuld)以外のものである」と指摘する

日bn'Utba: 222J 0 そして自身は，事実はどうあれベルシアの血を「高貴さ」の源

泉とする見方自体を批判する。

ヤズデギルドの娘に関する情報を前面に押し出して留保を加える IbnKhalli回n

とこれを強く批判する Ibn‘Utbaの態度は一見正反対のようであるが，両者ともに

こちらの情報を第一に取り上げている点では共通している。 13世紀以降にはア

リー・アスガルの母はヤズデギルドの娘であるという認識は一般のものとなって

いた。それ故にこそ，彼らにもまた初期情報をめぐる困惑やそれを根拠とした批

判が生まれるのである。

( 5 )検討

以上，アリー・アスガルの母に関する伝承は，時代を追ってかなり明確な展開

を遂げていることが明らかとなった。そして，この推移を考えるうえで，鍵とな

るのはウンム・ワラドの概念である。この概念こそが この問題をめぐる中心的

な主題のひとつなのである O

まず指摘できるのは，アリー・アスガルの母が奴隷で、あったという，かなり確

度の高い事実である。 (a)フサインのマウラーと結婚したウンム・ワラドSulafa

(もしくはGhazala)，(b) al-MubarradとQ凹nmIにみる，ヤズデギルドの娘にして奴

隷女のSulafa，(c)戦利品としてフサインに獲得されるヤスデギルドの娘シャフル

パーヌー。以上の3者は微妙に重なりあう存在であるが，いずれにおいても「奴

隷身分としてフサインに獲得され，アリー・アスガルを認知されてウンム・ワラ

ドとなった」という一点に相違はない。本稿で検討した情報群の中で，アリー・

アスガルの母が自由身分と Lてフサインと「結婚」したとするのは『カーブース

の書』のみである凶o al-KulaynI， Ibn Babuyah， al-ZamakhsharI， Ibn‘Utbaのいずれ

もが，ヤズテゃギルドの娘がアリー・アスガルを出産したことは伝えつつも，フサ

インとの「結婚」は伝えない。 12イマーム派系の伝承 [9J [lOJにおいてすら，

凶前述のように al-DInawarIの情報ではヤズデギルドの娘はアマーンにより白白身
分で移送されるが，彼女の結婚相手は不明である。

14 
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シャフルパーヌーはフサインの妻ではなかったIZV。アリー・アスガルの母がウン

ム・ワラドであるという情報と，彼女がヤズデギルドの娘であるという情報は，

決して矛盾しない。

逆に見ると，シジスターンもしくはシンドから戦利品として獲得され，メデイ

ナでフサインの所有となって子供を産んだ女性が，奴隷としてS叫afaもしくは

Ghazalaという名を与えられた可能性は高い。奴隷の名は多くの場合主人が獲得に

際して命名するものだからである凶。また 彼女はアラブの系譜意識の外部から到

来したものであるため，言及するべき系譜をもたない闘。逆にいえば，彼女は<ど

のような出自でもあり得る>のである O 第I期に語られるアリー・アスガルの母

の情報は，実は彼女がアラブではなく奴隷身分であったという以上の意味を実質

持たない。いわば枠組みのようなものであって，この枠組みには，戦利品として

扱われた非アラブ女性であれば，ほほどんな人物で、も当てはまり得る。ここに，

彼女が「ヤズデギルドの娘であるという可能性」が生じる。

ヤズデギルドの娘が戦利品としてメデイナに送られた事実もしくは可能性があ

れば，その女性はアリー・アスガルの母であり得るのである O 母親がウンム・ワ

ラドであったというその情報そのものが，その可能性の受け皿となりうるo a1-

Mubarradの情報で彼女の名がS叫afaと伝えられること，さらにa1-K叫aynIや

Q凶lliI1IではSa面四 (S叫afa)でありかつシャフルパーヌーであることは，この事

実を端的に示すとみることができる。

一方， Ibn Babiiyahでこの両者が分離しているのは，シャフルパーヌーがフサイ

ンのマウラーと結婚するのを予防する機能を果たしている。 [lJ [2J にみるよう

凶 この点で『カーブースの書』の伝承が「よき結婚」に関する代表例として述べ

られていることは，非常に興味深い。西暦11世紀の時点でズィヤール朝の周辺には，
両者の「結婚jを伝える伝承が成立していたわけであり，それには史料 [7Jal-

DInawarI系統の伝承が何らかの形で、関わっていたであろう。そして，最終的には，
この系統の伝承が，ウンム・ワラドであるシャフルパーヌーという伝承を圧倒した

ようである。この現象こそが，おそらく「ペルシアの復権」問題と関わるが，本稿
ではこの問題を将来の研究に委ねたい。

凶 男性の場合，宗石や花，天体などに由来する名をつけられることが多かった。

凶 アラブの母親の系譜については，高野太輔「アラブ系譜学における母祖の提供

と系譜統合Jr西南アジア研究J66， 2007， 31-42も参照。
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に(a)のウンム・ワラドの属性は， I解放後フサインのマウラーと婚姻を結んだ」

ことである。この受け皿にヤズデギルドの娘シャフルパーヌーが入り込むという

ことは，彼女はフサインとは結婚せず，そのマウラーとは結婚したことを意味す

る。この状況を回避すべきと信ずる者達にとって，シャフルパーヌー産樗死の情

報は合理的な解決策となりえたであろう。

次に指摘すべき点は，血統の上昇である。単なるシジスターンもしくはシンド

出身の女奴隷は，その出自として様々な可能性はあるものの，あくまでアラブで

ある主人に従属した存在であり，その血と系譜は無視されるべきものでしかない。

これに対してIbnal-KhIratanに関する伝承は，明らかにベルシアの血，ササン朝

王家ヤズデギルドの血を，ハーシム家の血に匹敵する「高められたもの」として

いる。さらにこの伝承はハディースとして預言者が介在することによって，聖化

されてすらいる。そこには，ブワイフ朝アミールがヤズデギルドの子孫を称する

のと同様の[Ibnal-A出ilr，v. 8: 265J，ベルシア的価値観に対するこだわりを見て取る

ことが容易で、ある凶。ここではササン朝王家の血と系譜の導入による，アリー・ア

スガルの血統のさらなる上昇と相対的優位性の獲得が図られている O

しかしヤズテゃギルドの血がつねに血統の上昇をもたらすわけではない。ここ

でもう一人のヤズデギルドの子孫を検討する O それはウマイヤ朝カリフ二ヤズィー

ド3世である O

3. ヤズィード3世の母

ヤズィード 3世 (YazIdb. al-WalId)はウマイヤ朝第12代カリフである。第11代カ

リフ=ワリード 2世 Cal-WalIdb. YazId)に反乱を起こしてカリフ位に就き，ウマイヤ

凶ブワイフ朝がペルシア的価値観の再生を図ったことは， W. Madelung，‘'The 

Assumption of the Title Shahanshah by the Buyids"， Joumal 01 Near Eastem Studies， 
28， 1969， 84-105， 168-183を参照。ズイヤール朝にもその傾向が強い [Ibnal-Athir， 

v. 8: 298-299J。そして12イマーム派が大成したのは，このブワイフ朝保護下のこ
とであった。その意味で，第皿期における伝承の展開には，カスピ海南岸の，ササ

ン朝伝統が根強く残った地域の人々の豆、識が何らかの影響を及ぼしているといえる。

しかし，それだけでは第E期，第N期の展開を理解することはできない。
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朝滅亡に至る内戦の引き金をヲ|いた人物であるが，その治世は半年にすぎなかっ

た問。しかし彼の出自については，最初期の史料ーからヤズデギルドの曾孫であるこ

とが伝えられている。

ここでは第I期から第E期にかけての情報を検討する。まず第I期については，

al-Tab紅Iが， Ibn al-KalbIのものとして伝えるのが以下のものである O

[14J日sh加 [b.Muhammad Abu Mundhir al-KalbIJによれば〔ヤズィード3

世はJ30歳で死去した。またある者によれば37歳で死去した。彼のクンヤ

はAbuKhalidであり，彼の母親はウンム・ワラドであって，その名を

Sh討l-iA企Idbint FI凶zb. Yazdajird b. Shahriyar b. Kisraといった。彼が詠む

には

我はキスラーの息子にして，我が父はマルワーンなり

/ カイサルは我が父祖にして，我が父祖はハーカーンなり

[al-TabarI， II; 1873-4J 

Ibn al-KalbIは8世紀後半に活躍した系譜学者であり，ヤズィード3世の在位年

には7歳ほどであったと見られる O この情報がきわめて早くから存在していたこ

とがわかる O

次に al-ZubayrIは，彼の父が「ヤズィード〔らを〕ウンム・ワラドたちによって

もうけた。」とのみ伝えるが [al-ZubayrI:165J， KhalIfa b.胞layatは「彼の母はYaz-

dajird b. Kisraの娘 (bint)である。」と伝え[Kh謝ab. Khayat: 240J， MuJ:!ammad b. 

HabIbは，

[15J 彼の母は Sh冠lI釘曲 bintFI而zb. Kisra Yazdajird b. Shahriyar b. Kisra 

Ibruz b. Hurumuz b. Anushirw加 b.Qubadh b. FIruz b. Yazdajirdであり，そ

の母はRay恒国bintShIruyah b. Kisra Ibruzである。 ShIruyahの母はカイサ

ルの娘Maryam，rlfUZの母はテユルクの王の娘である日bnI:IabIb: 31J。

として， Ibn al-KalbIとほぼ同意の自作詩を引用している。

次に第H期では al-Ya'qubIが「彼の母は Sh油i釘dbint rlfUZ b. Kisraである」と

間 G. R. Hawting，“YazId (III) b. al-WalId"， EI2; al-Mas'udI， v. 4: 58-63;ウマイヤ朝
政治史については A.A. Dixon， The Umayyad Calψhate， London: Luzac， 1971; R. 
Hawting， The First DynasかolIslam，London， 1986を参照。
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伝え[日l-Ya'q白bI，v. 2: 335J， al-Mubarradは iSulafaは， YazId al-Naqi号[b.al-WalldJの

母のおばもしくは姉妹である」とヤズィード3世の母をもって，アリー・アスガ

ルの母の一血統を位置づけてすらいる [al-Mub即札 v.1: 311J 0 

以上のようにヤズィード 3世 (d.126/744)がヤズデギルド 3世の血を引くとい

う情報は，アリー・アスガル (d.941712頃)に比して，非常に早くから史料に現れ

るのである。このことは，この情報が早くから知識人の聞に共有されていたこと

を示す。

しかし，ここで我々の議論に大きく関わるのは， al-TabarIが不確定な情報源か

ら伝える以下のふたつの情報である。

[16Jある者達が主張するところによれば， [中略JYazdajirdはマルヴのある

女性と同会していたが，彼女は彼に，半身の欠けた (dhahibal-shiqq)少年を

生んだ。これはYazd司irdが殺された後のことであった。彼はal-Mukhdajと

名付けられ，ホラーサーンで彼に子供たちが生まれた。さて， Qutaybaが

ソグドやその他の地を征服したとき，彼は二人の娘 Gariyatayn)を見いだし

た。この二人は al-M叫d1d司の子供 (wuld)であると彼に告げられた。そこ

で彼は，その二人，もしくはその片方を al-Hajjajb. Yusufに送ったが，彼

は彼女を al-WalId [1世Jb. 'Abd al-Malikに送った。彼女は al-WalIdに，

YazId [3世Jb. al-WalId通称、al-Naqi9を生んだ [al-TabarI， 1: 2872-3叶O

[17J Banu SadusのあるシャイフがHamzab. BIdから伝えるところによれば，

Qutayba b. Muslimはホラーサーンのソグドで， Yazdajirdの子孫 (wuld)で

ある娘 Gariya)を見いだした。そこで彼は「この娘の息子は，卑しい生ま

れ (hajIn)になると思わないかjと言った。すると彼らは「はい。その父親

にとって卑しいものになるでしょう」と言った。そこで彼は，この娘を al-

Ha胸に送り， al-Hajj勾はこれを al-WalIdに送った。そして彼女は， al-WalId 

に， YazId b. al羽TalIdを生んだ [al-TabarI，II: 1246-7J。

(刻 ‘Uy百nは同様の記事を al-Mada'inIのものとしている[‘Uyiln:148J。しかし，これ
がa¥-Mada'inI由来の記事で、あればal-TabarIは情報源を明示するはずで、ある。‘Uyiln
の著者は不詳であり，その成立年代もはっきりしないため，ここでは判断を保宵し
たい。
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これらの情報はいずれも，ヤズデギルドの子孫である娘が中央アジア征服の功

労者クタイパ・ブン・ムスリムによって イラク総督ハッジャージュ経由でワ

リード 1世に送られ，その結果ヤズィード3世が生まれたという経緯を伝えてい

る。しかし，この情報がアリー・アスガルの母のものと大きく異なるのは，ヤズ

ィード3世の母すなわちヤズデギルドの子孫が「卑しさ/身体的欠陥」の源泉と

位置づけられている点である。

ヤズィード 3 世には al-Nãqi~ という異名が存在した。これは一般的に「減らす

者j と理解され，彼が軍隊の俸給を減額したことに由来するといわれる [lbn

Qutayba: 207J 0 しかし naqisには自動詞的に「欠けている，欠陥のある」という

意味も存在する。このため，わざわざdゐ1as'ucnが「彼の身体や知性がnaqisなの

ではなく，一部の軍から俸給を減らしたのである」と説明するように包l陥ダ拍V

4: 58J，ヤズィード 3世の身体に重い障害があったと伝える伝承が存在した

[Bal'ami， v. 2: 579J。史料 [16Jの記事に現れる al-M叫dtd司とは，アラビア語では

流産で生まれた子供や身体に障害のある未熟児を意味する O すなわちここでは，

ヤズデギルドに由来する血がヤズィード3世の障害の源泉と想定されていると思

われる O スンナ派カリフ論においては身体障害はカリフとして欠格であることを

意味する凶o al-Naqi宇という異名自体不名誉なものであるが，ここではヤズデギル

ドの血がその不名誉の度合いを強調する役割を果たしている。

一方， [17Jの記事では，ヤズデギルドの血のネガテイヴな作用はより鮮明であ

る。クタイパは，ヤズデギルドの血を51く子供が<h司In>になると明確に認識し

た上で，その娘をハッジャージュに送っている。ヤズデギルドの血はそれ自体卑

しさの源泉である。

<加知1>とはアラブにおいては差別の対象であった倒o al一Mubarradは，彼の先

生筋に当たる al-Riyasmが彼に対して以下の詩を詠んだとして解説を注記している O

[18J奴隷妾の子供が/ 我らの聞に増えております，ああ神よ

神よ，私を入らせ給わんことを

間 アル=マーワルデイー(湯川武訳)r統治の諸規則』慶磨義塾大学山版会， 2006: 
9参照。

凶 Lewis， Race and Slavery: 39-40も参照。
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/ 卑しき生まれのもの (hajln)を日にすることのない国へ

アラブにおいて ihajinJとは，その父が高貴 (sharlf)で母が下賎 (wadra)

なものであり，その根本は彼女が女奴隷 (arna)であることにある[砕

Mul】arrad:312-3J。

ここで，神が「私を」入らせ給う国 (balad)とは天国に他ならない。この詩は，

天国には，女奴隷の血をヲ|く者は存在しないと示唆している。そして，この強烈

な差別意識の根源は，母が<下賎>であること，奴隷でありまた非アラブである

ことに由来する。「母がウンム・ワラドjであると記述されることは，彼がhajln

であること，何らかの差別の対象であったことを意味するのである O

しかも [17Jの記事において，非アラブの戦利品である女性から生まれた子供

は自動的にh司Inであるにも関わらず，クタイパは特にヤズ、デギルドの子孫に対し

てその事実を強調し，周囲に同意を求めている。ここでは，単に非アラブ奴隷で

あること以上に，ヤズデギルドの血そのものが<下賎>であるとされている。

このような情報がいかなる環境下において伝承されたものであるか， al-TabarI 

のわずかな情報から判断することは難しい。しかし [16J [17Jの，特に [17Jの

アラブ中心的視点においては，ササン朝王家の血をつぐことは， i高貴な」アラブ

の血を汚すことと意識されたのである。ヤズィード本人が己のベルシア王の血を

誇ったとする情報と対比するかのように，ここでは明らかに血統が下降している。

同じ人物の血が，アリー・アスガルにおいては血統の上昇を，ヤズィード3世に

おいては血統の下降をもたらしていると指摘できる。

4.混血性の凌駕

ヤズデギルドの血は，語り手によって血の聖化と劣化の双方の作用を持ちうる

ものである。これをベルシア(イラン)対アラブの対立と理解することは容易で、あ

り，その側面を全く否定することはできない。 [7J を伝える al-DInawarIの『長き

記事 (al-Akhbaral-Tiwal) Jは，ベルシア王朝史と大征服以降のアラブ帝国史を直接

つなげるという「ペルシアからの視点」で記述された著作である。そこには預言

者ムハンマドの活動が全く描かれていない。しかし，その一方で，第E期におい
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て [5J [6J を伝える a¥-Mubarradの『アラビア語とアダブの完書 (al-脳血l白al-

Lugha wa al-Adab)Jはa¥-J油izの著作と肩を並べる初期アダブ丈学の代表的な著作で

ある O 初期のアダブ丈学がベルシア系官僚によるシュウーピーヤ運動との対立の

なかでアラブ人丈学として確立したことはよく知られており凶， a¥-Mubarr・ad'まa¥-

J油lZを頻繁に引用している。自身もジャーピリーヤに遡るアズド出身のアラブで

ある a¥-Mubarradがこのような情報を伝えていることは，どのように理解すべきな

のであろうか。以下にa¥-Mubarradの当該部分の含まれる第36章同一Mubarrad，v. 1: 

31O-15Jをもう少し詳細に検討することで，この問題を考えてみたい。

当該章は，まずa¥-Sulaykb. a¥品Iiaykaという詩人の詩と解説で始まる。彼の母

はエチオピア系の黒人であり，このため彼はアラブにおいて「鵜(出rban)Jと呼

ばれる混血児であった [p.310J。この詩で彼は，自分のおばたちが不当に扱われ

ていることを嘆いているが，解説はその理由を「なぜなら彼のおばたちは女奴隷

(加la)だからであるjとする [p.311J 0 そして，これを受けてa¥-Mubarradはある

クライシュの男のイ本験談を引用する O

[19J [要約〕彼はしばしばSa'Idb. a¥-Musayyめのもとに通っていたが30) あ

る日自分の母親が女奴隷 (fatat)であることを告げると， Sa'Idは彼を軽視

したようであった。その後， Salim b. 'Abd Allah b. 'Umar， a¥-Qasim b. 

M吐1al1llI1adb. AbI B泣IT，‘AlIb. a¥-Husayn b. 'AlIといったメデイナの大物が

次々と現れた。彼がいちいち「あの人は誰ですか」と尋ねると， Sa'Idは

「おまえの一族のあのような人物を知らないのかjと驚き，またアリーの

時には「ムスリムたるもの彼を知らないなど許されない」と言って，その

たびに名を教えた。また彼らの母について問うと，そのたびに Sa‘Idは，女

奴隷(白偏t)であると教えた。そのことを指摘し，自分に対する扱いの違い

凶 H.A.Rギブ(井筒豊子訳)rアラビア人文学』講談社学術文庫， 1991; H. A. R. 
Giめbb弘，

Princeton University Press， 1982， 62-73; D. A. Agius，“The Shu'ubiyya Movement and 
its Literary ManifestationぺIslamicQuarferly， 24， 1980， 76-88; R. P. Mottahedeh， 
“The Shu'ilbIyah Contr伊oversyand the Social History of Early Islarnic IranぺInternation-
al Joumal 0/ Middle Eastem Studies， 7， 1976， 161-182. 
側 Sa'Idb. Musaygabはメデイナの著名な博学(faqIh)であった [IbnSa‘d， v. 2: 

289-293Jo 
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の不当性を訴えると， Sa守dは以後彼に非常な敬意を払うようになった [al-

Mubarrad， v. 1: 311J 0 

この逸話を補足する形でal-Mubarradは，アリー・アスガルの母がヤズデギルド

の娘であるとし(史料 [5J)，彼が母親を非常に敬っていた有様を述べ，また Ibn

al-阻lIrataynの記述を行って(史料 [6])，S叫afaがヤズィード3世の母の姉妹かお

ばであると指摘する。

その後，ウンム・ワラドを母に持つアラブの詩とその解説を続けたのち [pp

311-3]，カリフ=ウマルの言葉として「奴隷妾 (sararIy)の子供ほど賢いものはない。

彼らはアラブの栄誉とアジャムの機知を持ち合わているからである」を伝え，以

下の記事に続く O

[20J信徒の長マンスールがMuhammadb. 'Abd All油 b.al-Hasan b. al-Hasan 

b. 'AlI b. AbI TaIib [純粋な魂ムハンマド〕【賛】に書簡を送った。これは

Muhanmmdが以下のような書簡を彼に送ったからである。「知れ。私は解

放奴隷 (tulaqa')の子孫ではなく，呪われし者 Ou'ana')の子孫でもない。私

には女奴隷〔の血〕が根ざしてはおらず，ウンム・ワラドに育まれたこと

もないJo[中略〕これに対してマンスールは以下のような書簡を送った。

i[中略〕また汝の言う，女奴隷〔の血〕が根ざしていないことについてで

あるが，汝はハーシム家全体を称揚したではないか。彼らにはまず神の使

徒【賛】の息子イブラーヒームがおり，さらにはアリー・ブン・フサイン

がいる。神の使徒【賛】の死後汝らのうちにアリーほどのものは生まれて

いなしづ。これが，マンスールの興味深くまさにすばらしい書状である [al

Mubarrad， v. 1: 313-4J 0 

最後に，この記事に続いて [17Jのアラフマにおける混血への偏見と同hに関す

る情報およびその補足が語られ，この章を終わるのである。

以上， al-Mubarrad第36章の主題は明らかに，非アラブ奴隷を母に持つアラブ男

性と彼らに対するアラブの偏見および，その相対化である。

史料 [19Jは，博識で知られた Sa'Idb. al-Musayyabにもアラブ混血者に対する

偏見が存在したことを伝える。しかしアブー・パクルの孫al-Qasim，ウマルの孫

SaIimそしてアリー・アスガルの3名の母が女奴隷すなわちウンム・ワラドである
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ことが指摘されると， Sa'Idは自らの偏見自体を改める。ここで， a¥-Mubarradがヤ

ズ、デギルドの血に就いて言及するために，その血の高貴性がSa‘Idの反応、を導いて

いるかの論理に見えるが，実際にはそうではないことに注目しなければならないo

al-Mubarradは他の 2名の母の素性には全くふれておらず， Sa'Idもそうである。た

だ，この3人自身の人間的価値が高いために， Sa守dは彼らの混血性を無視したの

である O

その人間的価値とは，ひとつには彼らの正統カリフの血に由来する生得のイス

ラーム性である。しかし，同時にそれは，彼らのイスラーム的知識と徳にも由来

する O 彼らはいずれも Sa'Idb. al-Musayyabと並んで教友第2世代 (al-tabi'un)の最

も博識な十傑に数え上げられており [IbnHabib: 160-1J，なかでもアリー・アスガ

ルはその敬慶さゆえに礼拝者(aI-sajjad)の異名をとるが， al-QasimもS組mもまた

伝承者として名高く， a¥-TabarIにも伝承を残す。ともにメデイナ総督の相談役と

して見識を買われ[aI-Tabari，II: 1452J， al-QasimがS甜mの死を嘆く様も伝えられて

いる[aI-Tabari， II: 1472J 0 後世のIbnKhallikanは

[21Jかつてメデイナの住民はウンム・ワラドを持つことを嫌っていた。し

かし彼らのうちで'AlIb. al-Husayn， al-Qasim b. M吐四町田d，SaJim b. 'Abd 

Allahが育ち，知識と敬度さにおいてメデイナの住民を凌駕するようになる

と，人々は奴隷妾 (sarariy)を欲するようになった[Ibn阻1ll1likan，v. 2: 430J。

と，彼ら 3人が血統ではなく「知識と敬度さ」によって敬愛され，それによって

ウンム・ワラドの子に対する偏見が解消されたかのように伝える。後世の史料で

はあっても，彼らが当時のメディナ社会で傑出した人材であったというイメージ

を知ることはできる白1)。

同様に，混血者の人格が血統を凌駕するという言説は，史料ロOJとその関連史

料の内容を検討することから明らかになる。この史料 [20Jは，アッパース朝の事

実上の創建者である第2代マンスールの治世に，反乱を起こしたハサン家のムハ

削 この文章はal-Zarnakhshariに白来すると思われるが[aI-ZamakhsharI，v. 3: 350J， 
そこではこの3者はともにヤズデギルドの血をヲ|いている。それでもクライシュが
混血の実子を欲するようになったのは，彼らが「すばらしい人物 (khayrmin 
zarnanー凶m)Jだったからである。
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ンマドがマンスールに宛てた手紙とそれに対するマンスールの返答の一部である凶。

この書簡でまず注目されるのは，公的な書簡の中でアリー・アスガルの母が奴

隷女 (ama)であると認定されている点である。 a¥-TabarIにおいてはこの書簡の相

当部分は

[22J神の使徒【賛】の死後，汝らの聞に百1b. Husaynより優れた者は生ま

れていない。彼はウンム・ワラドによって生まれたが， [アラブを母に持

つ〕汝らの祖父Hasanb. Hasanより良き者である [al-TabarI，III: 145J。

とある O 彼の母がウンム・ワラドであることは，当時の社会常識であったことが

わかる O

この書簡当該部分の全体の流れは，次のようなものである O ハサン家の純粋な

魂ムハンマドは，自らが生粋のアラブであって女奴隷の血を受けていないこと側，

また平行イトコ婚によって何重にもハーシム家ムハンマド家の血を受け継いで、い

ることを誇示し，それをひとつの根拠としてマンスールに対する政権の委譲を要

求する。これに対してマンスールは 預言者ムハンマド自身がそこまで純度の高

い血統を有していないこと，ムハンマドの早世した息子イブラーヒームの母

Mariya al-Qibt1yaがウンム・ワラドであること，そして人格に優れたアリー・アス

ガルの母もまたウンム・ワラドであることを指摘する。

この [22Jにみられる， Iウンム・ワラドの子であるにも関わらず，純血アラブ

であるハサン・ブン・ハサンが及ぶものではない」という主張からは，①依然と

してウンム・ワラドの子が劣っているという社会的前提が存在すること，②それ

に対して，人格によってその問題を解消し，ウンム・ワラドの子に対する純血ア

ラブの優位性の主張を突き崩す論理がとられていること，を読みとることができ

るO ここでは，アラブの純血主義が相対化されつつある O

凶同じ史料は al-BaladhurIとal-TabarIに収録されており， al-Mubarradの伝える内容
とal-BaladhurIの内容をともに含むのがal-TabarIであることから，時代的にはもっ
とも新しい al-TabarIがおそらくもっとも完全な形でこの書簡の内符を伝えているも

のと思われる O しかし al-TabarIの該当箇所はより長文であり，かつ本稿の論点と

大きく関わる異同はないため，適宜そちらを参照しつつ，この書簡を検討する。
。功 al-TabarIの当該部で、は Ii女は，アジャムが汝を産まず，ウンム・ワラドたちに根
ざしてもいない〔と主張するがJJとあり [al-TabarI， III: 212J，単に奴隷性でなく，

混血性が問題となっていることが明らかである。
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そしてさらに注目すべきことは，このような論理で純血主義に対する実力主義，

hajIn的価値観の否定を主張したマンスール自身が，ウンム・ワラドの子であるこ

とである。アッパース朝成立当初初代カリフとなったのはAbual-‘Abbasであった。

マンスールよりも年少の彼がカリフに即位した理由は，その母がアラブであった

からであり，ベルベル系奴隷女を母に持つマンスールは弟の死までカリフになる

ことはできなかったのである。

ウマイヤ朝で初めてカリフになったウンム・ワラドの子はヤズィード3世であ

る。彼自身は白らの母の血統を誇ったというが，先に論じたようにそれは後のア

ラブによってha仰なものとして庇められた。またヤズィード3世の時代にウマイ

ヤ朝は崩壊へ向かい，彼がウマイヤ朝史に与えた影響は軽微なものであった。彼

に続くカリフたちもウンム・ワラド、の子で、あったが，やはり混乱の最中で即位し

た力の弱いカリフたちにすぎない倒。

これに対して，マンスールはアッパース朝の事実上の建国者である。 hajInな生

まれである彼の指導力の下で，アッパース朝の中央集権体制が確立し，バグダー

ドが建設された。同時に彼は多数の非アラブ・マワーリーを側近として用いたこ

とでも知られる。改宗の進行とともに社会進出する非アラブ・マワーリーとアラ

ブの連携による統治体制は，一般にアラブ帝国からイスラーム帝国への変化と認

知されている。アラブ丈化そのものがイスラーム丈化へと変化し多数の非アラ

ブがアラビア語丈法学や丈学またイスラーム諸学に参加して中心を担い始める，

その前触れを告げる時代でもあった。一方で極端化したシュウービーヤ運動はア

ラフゃの反感をかつて，ザンダカ(ゾロアスター教徒など)に対する抑圧を産むという

側面も存在する。

このような状況の中で，マンスール以降のカリフは第3代ハーデイー，第6代

アミーンなどごくわずかな例外を除いて，みなウンム・ワラドを母に持つように

なっていった。純血アラブの視点から言えば，アッパース朝白体がh勾Inな王朝な

凶 ウマイヤ朝王家とウンム・ワラドの問題については，横内吾郎(京都大学)が
2006年九州史学会イスラム文明学部会報告「ウマイヤ朝マルワーン家のカリフとそ
の親族J(2006年12月10日，於九州大学)において，ウンム・ワラト、をはに持つ王
族の役割について，重要な指摘を行っている。またウンム・ワラドを母に持つカリ
フについては [Muhammadb. HabIb: 31-44J を参照。

25 



337 

のである O

王朝支配の正当性をめぐる純粋な魂ムハンマドとマンスールの対立は， i純血ア

ラブが支配するべきである」という主張と「混血アラブが支配しでもかまわな

いjという主張の対立であり，そのなかでアリー・アスガルは優れた混血アラブ

の代表としてマンスールに称揚された。

これは，アラブの血に価値を求める旧来の価値観に対する新たな価値観の挑戦

であり， a1-Mubarradの第36章に収録されたその他の情報もまた，そのような価値

観の衝突を反映したものといえよう。この章全体がそのような価値の揺らぎの中

で成立したものと考えられるのであり，ここではアリー・アスガルの母をめぐる

言説もまた，その役割の一端を担うものとして機能しているのである。

5.結論:価値観の揺らぎ

以上の論旨をまとめると以下の通りである。

l.アリー・アスガルの母はウンム・ワラドであった。彼女がヤズデギルドの

娘であった可能性は否定できないが初期の記述には見られない。その伝承

は9世紀後半から知られるようになり， 10世紀半ば以降は12イマーム派を中

心に一般にも広がり， 13世紀には一般的知識となっていた。それはアリー・

アスガルの血統を高めるものとして伝えられた。

2.ヤズィード3世の母はウンム・ワラドであった。彼女がヤズデギルドの孫

であった可能性はそれなりに高く，少なくともその伝承はヤズィード3世の

次の世代には広く知られていた。彼の母の伝承は，ヤズィード3世の血統を

日乏めるものとしても{云えられた。

3. これらと平行しつつアッパース朝では，非アラブ・マウラーの社会進出や

ウンム・ワラドを母に持つアラブの増加にともなって，混血アラブへの差別

意識に対して新たな価値観が表明され，個人のイスラーム性による克服が試

みられた。これは，アラブ対非アラブの杜会的緊張をイスラームによって緩

和・超克する過程の，ひとつのあらわれであった。

ひとまず，アリー・アスガルの母をヤズデギルドの娘とする伝承をフィクショ
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ンと仮定するならはその形成には，①彼女がウンム・ワラドであったという事

実，②ヤズィード3世の母がヤズデギルドの孫であるという一般に知られた「事

実J，③ヤズデギルドの娘が戦利品もしくはそれに準じるものとしてメデイナに送

られてきたという伝承，の3つの要素が下敷きとなって，十分にあり得べき事実

を伝える伝承として形成されたと考えることができょう。少なくとも，それはフ

サイン家イマームとベルシアを強引に結びつける突拍子もない想像力の発露では

なかった。

一方，ヤズデギルドの血統をめぐっては，アリー・アスガルにみられる上昇原

理と，ヤズィード3世にみられる下降原理が対立し，さらにウンム・ワラドの血

に意味を求めること白体を無化させる価値観も提出されていた。

ヤズィード3世に対する下降原理は，アッパース朝政府の反ウマイヤ朝言説を

背景に，ウマイヤ朝までの時代を支えた強烈なアラブ純血主義を反映したものと

考えられる。これに対して，アリー・アスガルにおける上昇原理には，ササン朝

に価値を見いだすシユウーピーヤ運動が何らかの影響を及ぼしたかもしれない。

と同時に，そこにはハサン家とフサイン家の緊張関係も影響していたであろう O

平行イトコ婚を重ね，純血アラブとしての血統を誇ったハサン家に対Lて，フサ

イン横死後に唯一残された男子アリー・アスガルの血を引くフサイン家はウン

ム・ワラドの血を引くため，アラブ優位の杜会状況の中では，どうしても比較劣

位にならざるを得なかったと思われる。フサイン家は，純粋な魂ムハンマドの反

乱以降のハサン家勢力の弱体化のなかで急速に脚光を浴びるようになったC351 その

フサイン家には，非アラブの社会進出とウンム・ワラドの子の地位の上昇という

状況下で，ハサン家の母アラブの血とバランスをとるかのように，母ウンム・ワ

ラド=ヤズデギルドの娘の血の言説が表面化する O そしてa1-Mubarradのようなア

ラフゃ知識人にも，それを受け容れるに十分な社会的下地が生まれつつあったので

ある。

しかしその一方で、， a1-Mubarradが教えを受けたa1-Riyasmのように，ウンム・

ワラドの子を公然とh司h と呼び，差別意識をあらわにする人々も根強く存在した

同 この問題については別稿を準備中である。
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のであった。価値観の揺らぎは，人々に様々な影響を与えつつ，徐々に改宗に伴

う，ムスリムとしての同化・共棲への道をとらせつつあったといえよう O

いずれにせよ，下降原理，無化原理，上昇原理という 3つの価値観が交錯して

いたのが9世紀のアッパース朝であった。社会がアラブ中心原理からイスラーム

中心原理へと干多行しつつあったこの時代に，ウンム・ワラドの血の問題はさまざ

まな価値観の衝突する場となったと言えよう。そのなかから二項対立的なアラブ

の血とアジャムの血を止揚する方向性も生まれた。それは揺らぐ価値観の対立と

闘争の場であり，シャフルパーヌー伝承をめぐる諸問題は，ウンム・ワラドをめ

ぐる社会の動揺と変化の反映でもあったのである O

そしてシャフルパーヌー伝承自体は，このようなアッパース朝下の社会状況の

変化仁社会成員の価値観の変化に伴って，アラブとベルシアとを問わず，人々

の聞に急速に広がっていった。本稿の分析は10世紀半ばまでに焦点を当てたが，

その後もこの伝承は社会の変化に伴って豊かな展開を遂げたのであり，その分析

は今後の課題である倒。
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THE DAUGHTERS OF YAZDAJIRD: THE FORMATION OF THE

LEGEND OF SHAHRBANU AND THE EARLY ISLAMIC WORLD

SHIMIZU Kazuhiro

It is widely believed in contemporary Iran that Zayn al-'A.bidln 'All b. al-~usayn

b. 'All b. AbI Talib ('All al-A~ghar), the fourth Imam of Twelver ShI'ism, was the

son of the third Imam, al-~usayn and Shahrbanu, a daughter of the Sasanian

Emperor Yazdajird b. Shafriyar. In seeking to trace the formation of the legend,

one sees that the mother of 'All al-A~ghar was taken to have been a slave until

the first half of 9th century, but in the latter half of the 9th century the legend that

she was the daughter of Yazdajird b. Shafriyar appeared. It is clear that after the

latter half of the 10th century this belief and the name of Shahrbanu had become

fixed. Analyzing various legends more thoroughly in regard to the legend of the

daughter of Yazdajird, it becomes clear that she also was taken to have been one

of the female slaves who had been sent to Medina as a prize of war and distri­

buted to the victors. It can be understood that the tradition regarding the social

status of female slaves that is seen in the early legends, became the basis out of

which the legends about Yazdajird's daughter grew. In addition, Yazdajird's blood

served the role of elevating the blood line of 'All al-A~ghar.

In contrast, in regard to the legends of Yazld b. al-Walld, the Caliph of the

Umayyad Dynasty, who was also said to be a descendant of the same Yazdajird,

Yazdajird's Sasanian Persian blood was thought to have denigrated the Caliph's no­

ble Arab blood. Behind this discourse was a prejudice against the mixed blood of

someone born of a non-Arab slave woman. In contrast, by praising the Islamic

ethics and the purity of the character of 'All al-A~ghar, there emerged a discourse

that would cancel out the one that he was the son of a non-Arab slave. With the

background of the non-Arab mawalf advance in society and the increasing social

role of those with mixed Arab blood due to the establishment of the 'Abbasid

Dynasty, social tensions between Arab and non-Arab populations increased, and,

At the same time, traditional Arab values were challenged with the adoption and

spread of Islamic society, and additionally an integrated sense of values was born

by the mixing of polar-opposites, the blood of Arab and non-Arab people. The pro­

cess of development in the legend of Shahrbanu reflects these social changes.

- 36-


	1koukokuPS00
	1yoko130PS00
	2yoko130PS00
	3yoko130PS00
	4yoko130PS00
	5yoko130PS00
	6yoko130PS00
	7yoko130PS00
	8yoko130PS00
	9yoko130PS00
	10yoko130PS00
	11yoko130PS00
	12yoko130PS00
	13yoko130PS00
	14yoko130PS00
	15yoko130PS00
	16yoko130PS00
	17yoko130PS00
	18yoko130PS00
	19yoko130PS00
	20yoko130PS00
	21yoko130PS00
	22yoko130PS00
	23yoko130PS00
	24yoko130PS00
	25yoko130PS00
	26yoko130PS00
	27yoko130PS00
	28yoko130PS00
	29yoko130PS00
	30yoko130PS00

